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医学部の収容定員変更の趣旨等を記載した書類

１．収容定員変更の内容

平成２９年度から長崎大学医学部医学科の入学定員を１１８人から１２０人とし、収容

定員を７３３名から７４５名とする。

２．収容定員変更の必要性

長崎県の医師数は、人口１０万人当たり２９９．７人（厚生労働省大臣官房統計情報部「平

成２６年医師・歯科医師・薬剤師調査」）で、全国平均２４２．９人を上回っているが、地

域偏在が顕著であり、離島・へき地においては、佐世保県北地区２２７．７人、県南地区１

７４．６人、五島地区２０７．９人、上五島地区１４３．５人、壱岐地区１５５．６人、対

馬地区１６８．８人と深刻な医師不足となっている。【長崎県の医師の状況（資料 1）参照】
以上の状況を、喫緊の課題として捉え、平成２０年度入学者から地域枠をＡＯ入試に設け、

平成２１年度には「緊急医師確保対策（H１９．５）」により一般入試枠の定員を５名増、
平成２２年度から「経済財政改革の基本方針２００９（Ｈ２１．６閣議決定）」に沿って１

５名定員増とし、ＡＯ入試で実施していた地域枠を推薦入試Ａ（地域医療枠）に改編のうえ

定員増の１５名を推薦入試Ａ（地域医療枠）の定員とした。また、平成２１年度に定員増と

なった５名を、新設した推薦入試Ｂ（地域医療特別枠）の定員とし、長崎県医学修学資金の

貸与を条件とした。平成２３年度には、佐賀県枠及び宮崎県枠を創設し、各２名の定員を設

け、「新成長戦略（Ｈ２２．６閣議決定）」により 1名の定員増とした。平成２４年度には平
成２３年度「新成長戦略（Ｈ２２．６閣議決定）」により増員とした１名を、推薦入試Ｂ（地

域医療特別枠）の定員とした。平成２８年度には「地域の医師確保等の観点」による定員増

２名を推薦入試Ｂ（地域医療特別枠）の定員とした。現在は推薦入試Ａ（地域医療枠）１５

名、推薦入試Ｂ（地域医療特別枠）８名の定員としている。

しかしながら、多くの離島を抱える本県にあっては、かねてよりの医師不足に重ね専門医

指向等により都市部病院へ医師が集中し、地域間の医師の偏在が顕著になっており、特に離

島及び本土の県北部における医師不足は厳しい状況が続いていることから、長崎県と協議

した結果、本学では平成２９年度の医学部医学科入学定員（推薦入試Ｂ（地域医療特別枠））

を２名増員し、医師偏在の非常事態に直面する離島・へき地への地域医療人育成について今

後も継続して取り組む。

３．収容定員変更に伴う教育体制等

本学医学部は、長崎県内の地域医療を担う医師を養成するために、これまでも次のとおり

の医学教育プログラムを実践してきた。

１） 地域医療人基盤育成のために、１年次から主に地域枠学生を対象に開講している「地

域医療ゼミ・医学ゼミ」では、県北部地域の平戸市、県島嶼部の五島市へ２泊３日の地
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域医療集中セミナーを開催し、ワークショップ、講義、施設見学等を通して地域包括医

療の実際を学ぶ取組を実施している。【地域医療セミナー実施要領（資料２）参照】       

以上の地域医療ゼミ・医学ゼミ等の足がかりとして、地域枠１ ３年生については、

春に班編制を行い、班ごとに長崎県内の地域医療に関する調査・研究活動を行って、そ

の成果を１０月にその年の地域医療に関連した活動報告会で発表し、長崎県の地域医

療について理解を深めている。本年度からは本活動報告会に長崎県内の全臨床研修病

院の医師に参加してもらい、県内地域医療の理解と地域医療に従事するモチベーショ

ンを高める取組を開始する。

また、地域枠学生に限らず、広く地域医療に興味を持つ学生等を対象に、３カ月に１

回程度の頻度で県内外の地域医療に従事している医師を講師として招き、地域医療の

実践について学ぶ地域医療研究会を開催している。

２） 平成１６年度文部科学省企画「特色ある大学教育支援プログラム（特色ＧＰ）」に本

学の「地域と連携した実践型医学教育プログラム」が採択され、①患者との良好なコミ

ュニケーションを構築し、病気を診るだけではなく患者の心と置かれている環境を洞

察する全人的医療を実践することができ、②医療チームや家族と力を合わせ、患者の社

会への復帰を真摯に目指す（包括的保険）医師、「現在版“赤ひげ医師”」を育成するこ

とを目的に、医学部５年生全学生を対象として、長崎県の特色である離島をフィールド

とした１週間の離島医療実習を必修化している。本プログラムは、地域（離島）医療に

貢献できる医療人の育成という地域の切実な要請に対応する本学の特色ある取組の１

つである。学生の反応も良好で、本実習の延長線上にある６年次高次臨床実習（選択制）

では、平成１６年から平成２８年度までの１１年間で、のべ１２５名が離島実習を選択

している。

３） 平成２０年度には文部科学省企画「質の高い大学教育推進プログラム」に採択された「地

域医療人育成プラットホームの構築～長崎県離島における医・歯・薬共修を柱とした地域医

療一貫教育プログラム「長崎モデル」の開発～」は、現在でも本学薬学部６年生、歯学部

５年生又は６年生、医学部保健学科４年生と医学科学生との共修実習として積極的に

実施されており、病院及びデイケアサービス等の地域医療の現場で不可欠なチーム医

療の教育に取り組んでいる。なお、他大学医学部学生からの実習希望も可能な限り受け

付けており、福岡大学医学部とは教育協定を締結のうえ、長崎県離島の保健・医療・福

祉施設で定期的な地域医療・保健実習を行っている。

４） 平成１６年５月、長崎県及び関連する下五島地区１市５町（現五島市）による寄附講

座として、本学大学院医歯薬学総合研究科に「離島・へき地医療学講座」が開講し、開

講と同時に離島での活動拠点として長崎県五島中央病院内に「離島医療研究所」を設置

した。本研究所が長崎県と本学との離島医療連携の拠点となっており、大学教員３名が

常駐して本学医学部が推進する離島医療実習の全面的な教育支援と指導を担当してい

る。
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５） 卒後臨床研修プログラムでは、長崎県内１５か所の協力病院で１年間の研修を受ける

ことが可能であり、研修医全体の８割以上が当該研修を受けている。また、地域医療研

修プログラムを必修科目として１か月以上３か月未満の短期研修を実施しており、県

内の離島・へき地を中心として４８施設の地域医療研修施設を研修先としている。なお、

特別コースとして、地域枠に特化した家庭医・総合医コースも用意している。

また、長崎県の医学修学資金貸与制度では、返還免除の必要勤務期間（９年）内に長

崎県本土の基幹病院における臨床研修、再研修及び定着勤務の期間を合計４．５年間設

け、医師の先端医療研修の機会を確保している。

【長崎県医学修学資金貸与制度（資料３）参照】

６） 「地域医療等の社会的ニーズに対応した医療人教育支援プログラム教育支援プログラ

ム（平成１７年度医療人ＧＰ採択）」により、本学病院に設置された「へき地病院再生

支援・教育機構」が中心となって、県北部の医療過疎地域に大学から指導医を配置して、

地域医療の専門家を養成する後期研修プログラムを担当している。また、学外からも多

くの初期研修医が当該機構を通じて県北部の医療機関で初期研修を実施している。

７） 平成２４年度に大学院医歯薬学総合研究科社会医療科学講座に地域医療学分野を新

設し、教授１、助教２を配置して長崎県本土における地域医療教育と地域枠学生のマネ

ジメントを強化した。この地域医療学分野と従来から地域医療教育を展開していた離

島・へき地医療学講座によって、長崎県全域で入学初年次から６年次まで一貫した実践

的な地域包括医療・ケア教育を提供する体制を整えた。

８） 平成２５年度未来医療研究人材養成拠点形成事業の採択をうけ、本学に設置された

「地域包括ケア教育センター」（教授１名、助教６名）は、福祉系大学との連携のもと、

教育プログラム・コースの開発や地域包括ケアネットワークを教育資源として統合す

ることを達成目標として、本学の学生に地域教育フィールドでの実践的教育を提供し

ている。

９） 平成２８年度に医学部委員会に進路指導委員会を新設し、地域枠学生全員に対して面

接と進路指導を行うほか、地域枠学生に対するキャリア形成支援を実施している。

以上のような本学医学部の教育実績を踏まえて、この度の地域の医師確保対策を実施す

るに当たっては、基本的には一般選抜の学生と同じカリキュラム内容とするが、地域枠学生

に対しては特別プログラムを開講する等して、広く地域医療に関する学びの機会を提供し

ていく方針である。従前から本学医学部のカリキュラムでは、地域医療、離島医療及びへき

地医療の特色であるプライマリ・ケア主体の医療にも着目し、「医と社会」、「医学ゼミ」、「リ

サーチセミナー」、「臨床実習」、「高次臨床実習」等のカリキュラムの中に地域医療等に関す

る内容が網羅されている。さらに、平成２８年度入学者から「地域医療学」を開講予定であ

るが、医師の偏在が続く県北部地域への臨床実習派遣及び地域枠の入学者の卒業時の出口

管理を含めて、地域医療に係るカリキュラムとして各学年においては次のような対応を行
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う。

【現行の医学部カリキュラムの概要と特徴的な科目のシラバス（資料４）参照】

１）１年次への対応

 医学入門として開講している「医と社会」は、本学医学部保健学科と共修の早期体験

科目であり、地域包括ケア教育センター及び先端医育センターの講師陣を中心として、

チーム医療や全人的医療等をテーマとした講義の後に大学病院、リハビリテーション施

設等での実習を行うことで、病める人の立場に立った医療を実感することができる。ま

た、患者や利用者に直接接することで地域包括ケアシステムを理解し、診療器具を実際

に操作する中で診察の心得を修得する。

少人数教育として行う選択必修科目「医学ゼミ」に、地域医療（県北地域）、総合医療、

離島医療をテーマとしたゼミを開講し、地域枠の学生については必修科目としている。

２）２～３年次への対応

 標準履修年次の全学生を対象に「医と社会」において、引き続き地域包括ケアシステ

ムの理解をさらに深める。また、２年次は高齢者診療施設（老健施設）実習の時間を作

り、体験を通して患者とのコミュニケーションの取り方、高齢者との接し方を学び、さ

らに３年次には地域診療所で実習を行い、診察、介護等の体験実習を通して内在する問

題を抽出し自己問題解決能力を身に付け能動学習法を実践する。

３）４～６年次への対応

 ４年次から開始する臨床実習については、平成２７年度から臨床実習を６４週に増や

し、地域包括ケア教育センター主導の実習を組み込んだ。また従前から、学生全員が履

修する地域病院実習、離島医療・保健実習、地域包括ケア実習にそれぞれ１週間の期間

を予定しており、詳細については以下のとおりである。また、医師不足が深刻で初期臨

床研修のマッチ率が非常に低い県北部での地域病院実習について、基幹型臨床研修病院

（４病院）における実習を平成２８年１月から開始した。

 なお、平成２８年度入学者から４年次生を対象に、新規科目として「地域医療学」を

開講することにより、臨床実習開始前に全学生が地域医療への理解を深め、実践学習の

より効果的な修得を目指す予定である。

a. 地域病院実習
地域病院実習は、長崎県全域の地域中核病院において診療参加型の実習を行い、地

域中核病院の機能と役割について学ぶ。

b. 離島医療・保健実習
離島医療・保健実習は、平成２７年度から壱岐市を加え、対馬市、壱岐市、五島市、

新上五島町、小値賀町のいずれかに１週間滞在し、保健・医療・福祉・介護施設にお

いて包括的な離島医療の実際を学ぶ。壱岐市、五島市、新上五島町では医学部医学科、
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医学部保健学科、歯学部、薬学部の共修を行い、多職種の職能理解に基づいたチーム

医療教育を推進する。

c. 地域包括ケア実習
地域包括ケア実習は、長崎市内の地域包括支援センターと訪問看護ステーションに

おいて、主に在宅における地域包括ケアについて実践的な実習を行う。

４年生から始まる臨床実習が終了した後、５～６年生の希望者を対象として、長崎県

離島と本土の地域中核病院において４週間にわたって学ぶ長期間の診療参加型実習を行

っている。また、地域枠入学者については、地域医療学分野教員による面談を受け、卒

業後のキャリアパスについての指導を受けている。

なお、６年生の学習室として各自に机を与え、１０名～１５名一組の部屋を９部屋用

意し、国家試験に向けて集中できる環境を提供している。さらには国家試験対策として、

保護者で構成する教育後援会の予算で模擬試験受験料を負担し、機会の均等化を図って

おり、先端医育センターが定期的に学習部屋を訪問し、激励・指導するほか、国家試験

対策専門部会長と連携のうえＣＢＴ及び模擬試験の成績下位学生（スロースタータ）に

対しては、面談の機会を設けて個別指導している。 
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